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目的： 

本研究では、AGA(在胎期間に応じた出生体重が 10 から 90 パーセンタイル)、SGA(在胎期間に応じた出生体重が 10

パーセンタイル未満)、LGA(在胎期間に応じた出生体重が 90 パーセンタイル以上)の出生児の、血中脂肪酸組成、

Δ6不飽和化酵素活性指標(D6D)、Δ5不飽和化酵素活性指標(D5D)の検討を行うことを目的とした。 

 

方法： 

本研究はエコチル調査の追加調査データを用いたネステッド・ケースコントロール研究(コホート内ケース・コントロール

研究)である。ケースは SGA(n=55)と LGA(n=149)の出生児であり、コントロールは AGA(n=204)の児である。D6Dはジ

ホモ-γ-リノレン酸(20:3 n-6)/リノール酸(18:2 n-6)、D5Dはアラキドン酸(20:4 n-6)/ジホモ-γ-リノレン酸(20:3 n-6)に

ついて算出した。 

 

結果： 

SGAは AGA よりも、臍帯血中α-リノレン酸と DHA(ドコサヘキサエン酸)が高値を示し、ジホモ-γ-リノレン酸は低値

を示した。SGAは AGAよりも D5Dが高値を示し D6Dは低値であった。LGAは AGAよりもα-リノレン酸とジホモ-

γ-リノレン酸が高値を示し、アラキドン酸は低値を示した。LGAは AGAよりも D6D が高く、D5Dが低かった。母体血

中脂肪酸組成と D6D、D5Dの顕著な差は、３群間で見られなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

LGAは体格が大きく、臍帯血中ジホモ-γ-リノレン酸は AGAよりも高値であった。ジホモ-γ-リノレン酸由来のエイコ

サノイドの産生が影響したと考える。D6Dは AGA よりも LGAで高値であった。SGAは DHA と D5Dが AGAよりも高

値であり、SGA 出生児自身が活発に DHAを合成していると考える。限界点としては、体重計や身長計のモデルの統

一ができなかったことやグリセロリン脂質の脂肪酸を定量しているが、トリアシルグリセロールや非エステル型脂肪酸

をわずかに含んでいたことがあげられる。 

 

結論： 

ジホモ-γ-リノレン酸由来のエイコサノイドは在胎期間や子宮内発育に関連した可能性がある。D6D高値は将来的な

肥満や生活習慣病リスクと関連するため、LGAでは出生後の食事や生活習慣のサポートが大切である。SGAでは

DHAの合成が盛んに行われている可能性があるが、さらなる研究が必要である。 

 


